
6.人間観

6-1 人間の分類

6-1-1 性と年齢による分類

ナ- エ ペウレ nae=pewre まだおまえは若い｡ルオンネ ruonne中位の年の人を言

う｡ク ルオンネ ku=ruonne私は中老だ｡カニ アナクネ ナ- ルオンネ プ クネル

ウェ ネ ワ k=anianaknenaruonnepku=neruwenewa私はまだ中老だよ｡ク オン

ネ ku=onne私は年をとった｡シノ オンネ sinoonne非常に年をとった人を言う｡

[貰気別 上田トシ氏]

6-1-2 技術と性格による分類

イソンクル isonkllrとは､いろいろとイソン ison する (獲物を得る)人だ｡ほんとう

にイソンクル isonkurというのは､クマでもシカでも魚でも何でもよく捕れる人で､孫じい

さんのイコアンレキがそういう人だったから､そんなのぽっかり食べさせられて私は育ちまし

た｡イソウンクル isounkurというのは､シカでもクマでもムジナでも何でもとれる ｢マタ

ギ｣(イラマンテクル iramantekur)のことだ｡エカシは､クマでもシカでもたくさんとっ

ても祝い事を家でするからポロチセ porocise(大きな家)に住んでいた｡

エカシは､クマの親子を3頭とってきたことがある｡親子3頭を獲るなんてことはめったに

ないから､村の人は､エカシをコタンコロクル kotankorkur(村長)って､シノこシバ

sin°nisipa(本当の金持ち)って立てまつったらしい｡すごいパウェトクコル pawetokkor

(口が達者な)で､シレトクコロ Siretokkor(体格がよい)で､イソンクル isounkur(獲物

に恵まれた)したエカシだった｡エカシは､サバウンベ sakaunpe(木幣の冠)をつけ､チ

カラカラぺ cikarkarpe (刺繍入りの着物)を着て､カムイノミ kamllynOmi (お祈り)に

歩いた人だった｡みんなにクエポクエポ kllyupOkuyupo(兄貴､兄貴)って言われて､何

処の人からも､誰が釆たって､そう言われていた｡

[貫気別 黒川セツ氏]

エカシは､シャモの人との付き合いも多かったので､家も外壁は板で囲み､床にも板を敷い

ていたのだと思う｡孫じいさんは､マタギをしていたが八田鉱山の仕事で､石炭捜しに山歩き

もしていたので､シャモとの付き合いも広かった｡ソギさんという人が八田鉱山の取り次ぎだ

った｡

立派なエカシで､明治生まれなのにどこで習ったのか字が読めたし自分の名前を書けた｡
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[貫気別 黒川セツ氏]

1月20日過ぎに､私の祖父のイコアンレキエカシ ikoanrekiekasiは､一日に一軒づつ村全

部の家をまわってシンメラブパ sinnllrappa(先祖供養)をやった｡それから､山の上のメ

サ nllSa(祭壇)へ行ってハ)i,エカムイノミ haruekamuynomi(食物を供えてするお祈り)

をした｡メサ nusa(祭壇)はお目さんの方に向いていた｡(貫6-4-5参照)

[買気別 黒川セツ氏]

セツさんは昔の話にあるように､カムイ ハル ネ ヤクカ ユク カム ネ ヤクカ ケ

シリキラブ カ ソモ キノ カン って タン メノコ オ)i,シぺ ネ ワ kamuyharu

neyakkayuk汝amneyakkak=esirikirapkasomokin°k=anつて tanmenokooruspene

wa｢クマの肉でもシカの肉でも困ることがなく私はいたっていう､この女のひとの話なん

だ｡｣

[買気別 上田トシ氏]

セツさんは､サバピリカ ワ ラムシカ)レンsapapirkawaramusikarun ｢頭が良くて物覚

えがよい｡｣

[買気別 上田トシ氏]

シサムサニ Sisam saniというのは､シャモの子､シャモとアイヌの混血のことをいう｡悪

口にシサムタイぺ sisam taypeという｡(カムイサことかイソウンクルサ二という言葉は聞い

たことがない-調査者の質問に答えて)

[買気別 黒川セツ氏]

611-3 身分 ･家系による分類

私は､荷負のスケレベに生まれた｡母のハナが離婚したので､4歳のとき母に連れられて､

荷負から買気別に釆た｡母の母 (フチ hlici)は､ウブシ upusiといい､黒川イコアンレキ

と再婚して貫気別に住んでいた｡イコアンレキの家で､フチ (ウブシ)とエカシ (イコアンレ

キ)､それに母 (ハナ)に13歳になるまで育てられた｡

[買気別 黒川セツ氏]

祖母の黒川ウブシは､木村市太郎の系統だ｡何でもできる人で､作っても栄える､作っても

のびる､という意味だと董野さんに教えられた｡

[貫気別 黒川セツ氏]

エカシの黒川イコアンレキには､イソノスケとカミキチという息子が二人いたのだが､二人

とも樺太に仕事に行っていた｡私が7-8歳のころイソノスケがなくなった｡次男のカミキチ

も終戦後に樺太から引き揚げて帯広にいると聞いたがその後消息が知れない｡

私の母方の祖母は､エカシ (イコアンレキ)の後妻であった｡だから私とエカシには､血の

つながりがない｡姉が死んで､私が生まれ､弟が生まれたが､弟は､木幡の姓を継ぐと言うこ

とで､木幡の籍に入った｡母親が離婚してここに戻って来ると､子供のいないエカシは､血の
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つながりのない私なのに､後妻の孫だからと言うことで､黒川の籍に入れた｡

[貫気別 黒川セツ氏]

エカシがルプケプrupkepで開墾した土地 (貰3-3-4参照)は､エカシが跡取りとして黒川の

籍に入れたエカシの妹 (スッタフチ)の息子の利太郎さんにやった (賓lo-4-1参照)｡

[買気別 黒川セツ氏]

フチは､(荷負)本村の木村市太郎の系統だ｡市太郎アチャボと松太郎おじさんの父親はい

とこになる｡リュウノスケは､またいとこか､いとこになる｡今は (荷負)本村にばかり親戚

がいて､貰気別には親類がいない｡

[貫気別 黒川セツ氏]

貫気別のコタンコロクル kotankorkllr(村長)は､現在の川奈野氏で4代目になる｡初代

が亡くなった後､私の祖父のイコアンレキエカシ ikoanrekiekasiが後を継いだ｡

[買気別 黒川セツ氏]

クマは､家を選んでやってくる｡この家に行けばちゃんと祭ってもらえると思うから私のエ

カシ (ekasi祖父)の家に来たのだ (エカシはクマがよく獲れたということ)｡親子クマ3頭

で来るというのは､エカシの人柄を見ているからだ｡このような話をエカシ同士がしているの

を聞いたことがある｡貰気別の部落では､黒川八郎さんと私のエカシしかクマを捕らなかっ

た｡

黒川の家系は､クマの血統である｡だから､クマも自然に遊びに出てくる｡｢カムイサシミ
エ ネ )i,ウェ ネ kamuysasimi e=neruwene(お前はクマ神の血統だ)だからカムイコ

インカラ kamuykoinkarされる (神に見守られる)｣｡凶作の年､イべべシナイ ipepesnay

の奥のメプキオンナイ nupkionnayにクマが出てきたことがあるそうだ｡エカシか､その兄

貴かがクマを矢で獲りその肉をみんなに配った｡それでこの部落が生き延びたそうだ｡

名寄にマタギに行ってクマに殺されたエカシの兄弟もいる｡エカシの兄弟はみなマタギだ｡

[買気別 黒川セツ氏]

61114 親族名称

子供たちは村の大人を呼ぶとき､特に親族関係がなくても､フチ､エカシ､ハポ､アチャと

呼んだ｡たとえば､長野セイゾウ氏にたいしては､セツコアチャ､黒川コシに対しては､コシ

ハポ kosihapoというように呼んだ｡

[買気別 黒川セツ氏]

6-2 身体部位名称

歯が痛むは､ク こマキ アラカ ku=nimakiarkaと言う｡
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ヨムテク yomtek ｢全身が疲労する｣｡ク ヨムテク ワ ク テケヘ アルカ ku=yomtek

waku=tekehearka｢体が疲れて手が痛い｣｡

メトクカリ nutokkari｢めまいがする｣Oサンぺム)i,セ sanpemurse｢気を失う｣｡

ヤイヌムウェン yaynumwen｢気分が悪い｣｡

ク ニマキ サウサウケ kll=nimakisawsawke｢歯がぬけそうになる｣

ケマハ アラカ kemahaarka｢足が痛い｣｡ケマハ アラカ バテクン ネ ヤク ウェン

クス イクケウ アラカ､イクケウ アラカ コヤイウェンメカラkemahaarkapatekunne

yakwenkllSuikkewarka,ikkewarkakoyaywennukar｢足が痛いだけでも惑いのに､腰が
痛くてどうしようもない｣

[買気別 上田トシ氏]

6-3 人名

4歳の時までニオイ (荷負)のスケレぺに住んでいたが､4歳から祖父母に育てられる｡孫

じいさんの黒川イコアンレキに育った (育てられた)｡祖母は黒川ウブシという｡孫じいさん

は､シャモの名前 (戸籍上の名前)で､イコアンレキと言い､アイヌ語ではマステキ

mastekiという｡マステキという名はイソンクル isonkurでいろいろやるので､イソン

isonする (狩猟をする)のでついた名らしい｡明治の農地の切替の時にイコアンレキに変え

たそうだ｡イコアンレキという名は何でも人の先に立ってやる人だからついた名だそうだ｡

[貫気別 黒川セツ氏]

黒川イコアンレキは､村の一番奥 (川上)に住んでいた｡イコアンレキというのは､シサム

レ sisam re(戸籍上の名)で､アイヌ レ aynure(正式のアイヌの名)はマステキ

mastekiといった｡

[貫気別 黒川セツ氏]

祖父は､あだ名をナヨルン ･エカシ nayorunekasiという｡貫気別の沢の支流で村の近く

を流れる小川 (メプキぺツ オンナイ nupkipetonnay)に住んでいたのでついたあだ名で､

｢沢に住むエカシ｣という意味だ｡エカシは､ナヨルンエカシ nayorunekasi と呼ばれ､名

前で呼ばれることはなかった｡

[買気別 黒川セツ氏]

6-4 身体の世話

6-4-3 病気と治療

苗､エカシがカムイノミ kamuynomi(祈る)して温泉水を患部につけて､妹のガンベた

かり (カサになるできもの)(チマウシ cimallSi 上田トシ氏)を治した｡カムイ ワクカ

クコロ ワ ケクkamuywakkaku=korwak=ek｢神の水を私が持ってきた｣のだから､飲
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めと言われて飲まされたこともある｡飲むと腹の中の悪いものを出してくれるという｡水虫

(ケマハ ボブポルセ kemahapopporse)にも効く｡(ボブポルセ ワ クキキ コロ ぺ-

へ テク バクノ クキキpopporsewaku=kikikorpehecikpaknoku=kiki｢水虫になって､

掻いて､汁がしたたるほど私は掻いた｣という.マヤイケ クス クキキ アイネ ぺ-へ

テク バクノ クキキ クス カムイ ワクカ タ クス アルパ ヒネ ナン コロ

mayaykekusuku=kiki(ya)ainepehecikpaknoku=kikikusukamuywakkataku=suarpa

hinenankor.｢かゆくて掻いていたら､汁が滴るほど掻いた｣｢だから神の水を汲みにここに

来たのですよ｣という｡上田トシ氏)

金があればここに温泉作るのにと思った｡苗､ポンチセ poncise(仮小屋)をこしらえて

そこで治療していた｡エカシはそれを覚えていて､私たちを温泉に連れて行った｡

仮小屋に野宿して､水汲んで風呂こしらえて､ヤイカフウェyaykahuwe-yaykahuye(自

己看護する)して治った人がいる｡

[貫気別 黒川セツ氏]

ヤイカフイェ yaykahuye とは､ヤイカ タ ヤイフライェ ワ アン アイネ トテク

ワ ホシビyaykatayayhurayewaanainet6tekwahosipi｢自分の体に (温泉を)かけて

いて､治って帰った｣っていうことでしょう｡

フチ カシ ク フイェhdcikasiku=huye｢フチに付き添ってやる｣.イカフイェikahuye

｢看病する｣でもいい｡エンカヤイフイェenkayayhu.ye｢気の毒に思って見てもらった｣｡エ

ンカフイェ enkahuyeともいう｡遊びに釆て休んでいる時には､エンカシネウェ enkosinewe

という｡

[貫気別 上田トシ氏]

｢治る｣ことを ピリカノ トーテクpirkanot6tekという.ク ケマハ ボブポ)i,セ ア

コルカ タネ アナクネ ボブポルセ アイェ ピリカノ トーテク ワ ピリカ ワ-

kn=kemahapopporseakorka.taneanaknepopporseayehikapirkanot6tekwapirkawa.

｢私の足が水虫になったけれど､今はもう水虫になった所も治ってよくなった｡

｢まだ痛い｣ ナ- アラカ naarka

[買気別 上田トシ氏]

昭和21年､発疹チブスでたくさんの人が死んだ｡

[貫気別 黒川セツ氏]

6-4-4 水浴び .風呂

沢のそばに住んでいたから､冬でも夏でも朝起きたら､毎日家の近くの沢の水で顔を洗った｡

沢に降りて､水汲み場で､手で水をすくっては､陸 (おか)の方に顔を向けて洗う｡川の上の

方を見たり､下の方を見たりすると､ちゃんと神様が守ってくれて､頭良くなって器量良くな

ってすぼらしい女になるってエカシから言われた｡子供だからおだててやれば､冷たいのもわ
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からないで行くと思って言ったらしい｡どんな寒中でも沢に顔洗いに行った｡帰って来ると家

の中で笑いながらアイメイタクaynuitak(アイヌ語)で､エカシに エウォンネ ワ ニク

ewonnewaek?｣と尋ねられた｡｢顔を洗ってきたの｣という意味だと思う｡私は､家の中で

顔を洗ったことがない｡

[貫気別 黒川セツ氏]

エカシは､風呂も作ってくれた｡大木のウロ (空洞)になったものを適当な高さに切り､底

に鉄板を張って風呂桶とした｡

[貰気別 黒川セツ氏]

6-4-5 お守り･まじない

子供の頃､体が弱かったので､自分をエプンキネ epunkine(守る)するために､チセコロ

カムイcisekorkamuy(家の守り神)と同じ形のエプンキネ カムイepunkinekamuyを作り､

チセコロカムイの右側に立てた｡病気するたびにイナウキケ inawhike(削りかけ)を一本ず

つつける｡その際､チセコロカムイ cisekorkamuy(家の守り神)にもイナウキケ (削りか

け)を付ける｡(貰6-4-9参照)

ハシカの時､死にかけたから､この守り神を作ってくれた｡そして､これからも守ってくれ

るようにと､その後､ずっと立てたままにして置いた｡ハシカで死にそうになった時は､血便

が出るひどい状態で､もうだめではないか､と言われるような状態だった｡それ以後も､フキ

の根を取って､煎じて私に飲ませる時､この守り神にカムイノミkamuynomi(お祈り)して

から飲ませてくれるようになった｡

[買気別 黒川セツ氏]

木の葉が落ちるとユプケエポタラ yupkeepotara(非常に心配する?)から､どんなまじな

いでも､うんと体の弱い人への病気治療のまじないでも､ホブニレhopunire(送り儀礼)で

も､木の葉が落ちてからでは効き目がない｡だから､木の葉が落ちる前にホブニレhopunire

(送り儀礼)した｡10月頃だ｡木の葉が落ちる前に ｢納めるものは納め (送り儀礼し)｣､おは

らいするものはおはらいをすませる｡木の葉が落ちてからではカムイノミkamuynomi(お祈

り)しても通じないのだそうだ｡

[貫木別 黒川セツ氏]

ハルエカムイノミharuekamllynOmi(食物を供えてするお祈り)は､いつでもいい｡流行

(はやり)病の病気の神が村に来ないように､村の一軒ずつからアワかヒエをひとつかみずつ

集めて､村全体でやったものだ｡風邪､発疹チフスのような流行病のカムイ アブカシkamuy

apkas(神様が歩き回る)するとやった｡パコロ カムイ アブカシ ハウェ ネ クス pikor

kamuyapkashaweneklユSu(流行病の神が歩き回るという話だから)､そういうパハウ ア

シ ナ pahawasna(うわさが立ったよ)と言って､すぐにハルエカムイノミをやった｡フチ

アぺ hticiape(火の神)にイチヤルパ icarpa(食物をまく)する｡イコアンレキエカシ

ikoanrekiekasi(黒川氏の祖父)が､15軒の村全体を代表してやった｡1月に入ると､パコロ
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カムイ ア ノミpakorkamuya=nomi(流行病の神を我々は祭る)と言って､イベベシナ

イipepesnay対岸の丘のエサンビラ esanpiraの上にメサ nusa(祭壇)を作ってハルエカム

イノミをした｡このメサ nusa(祭壇)は､病気の神様が来ないようと祈るために作ったメサ

だ｡雪の深い頃にそこまで行った記憶がある｡メサコロカムイ nusakorkamuy(祭壇を守る

秤)のイナウinaw (御幣)も立ててあり､チェホロカケプcehorkakep(逆さ削りのイナウ)

が10本くらい並んでいたのを見た｡毎年､カムイノミkamuynomi(お祈り)をするためにチ

エホロカケプを持って行くが､エカシ ekasi(祖父)が亡くなって､2､3年の間は､やってい

たが､昭和24､5年頃､このメサは無くなった｡

[貫気別 黒川セツ氏]

6-4-7 呪術

トウス tusuは ｢拝む｣ことで､ウウェインカラuweinkar(占い)とは違うものだ｡ウウェ

インカルができても､トウスができるとは限らない｡また､トウスができてもウウェインカラ

できない人もある｡買気別には今でもトウス tusuする人がいるが､ウウェインカラはできな

い｡

[買気別 黒川セツ氏]

6-4-8 夢と占い

占いすることを､ウウェインカラuweinkarという｡トウスtusuとは違うものだ｡

夢､星､キツネの鳴き声で､人の死がわかる｡二風谷､振内までくらいの範囲であれば､人

の死が､星を見ていてわかる｡体をさわっただけで､悪いところもわかる｡腰が痛い､という

人をさわっても､脊髄が悪いとか､ここに仏さん背負っているんだ､などと口が勝手に動く｡

荷負本村､上買気別､メム､二風谷のそれぞれの方面で､真っ赤な星が見えるとそこで人が

死ぬというしるしだ｡2つの星がぶつかったり､離れたりしていると､交通事散が起きるしる

し｡予知しようと思って星をにらんでいるわけではない｡ふと見るのだ｡1週間か10日前にわ

かる｡

夢を見てわかるというのは､ある家に何か問題が起こるような夢を見る｡すると､誰かが来

て､その家の人が事故に遭ったと知らせるというようなことが起こる｡今でも､子供達も､自

分が見た夢について尋ねて来る｡仏さんについてのことであれば､仏壇に流し､供養しなさい

と教える｡これは龍神さんが原因だから､こうこうしなさい､などと教えてやる｡ウパシクマ

upaskuma(伝説)でもウウェぺケレuWepeker(昔話)でも､聞いているので､こうこうし

なさい､と教えてあげることができるのだ｡

[貰気別 黒川セヅ氏]

キツネは､吠え方で､人が急に死ぬとか､火事､事故などを教えて (エビリマ epirma)く

れる｡これは､火の神様を通して､キツネが教えてくれているのだ｡つぎの3種の鳴き方があ
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る｡わんわん鳴く､ワ-とふしをつけてのばして鳴く､ワンワンと短く切って吠える｡

私は､キツネの鳴き方で､何のしるしかわかる｡今でも､キツネの鳴き声を聞いた人が､私

に､何の意味かを聞きに来る｡私は鳴き声から判断して､外で火を燃やし､火の前で祈る｡龍

神さん以外は､煙草が好きなので､外で火を焚いて､煙草をくべてキツネの神に祈る｡(貰7-

4-1参照)

[貰気別 黒川セツ氏]

6-4-9 守り神

孫じいさん (黒川イコアンレキ)は､私は､女の子だけども､オクカヨ ラマツ コル

okkayoramatkor｢男の心を持っている｣と言って､私にエプンキネ カムイ epunkine
kamuy(守り神の太い丸太の木幣)を作ってくれて､酒を飲むときには､エプンキネカムイ

の所に連れて行って､そこに座らせて､お祈りした後､そのパケセpakese(酒の飲み残し)

を私にくれて､酒を奉酒箸で肩に振りまいた｡どんなことにも負けないようにと神様にお願い

してあるからと言っていた｡(貰6-4-5参照)

エプンキネカムイは､ドスナラを切って､イナウinaw (木幣-削りかけのことらしい :編

纂者注)をいっぱいつけてある｡普通のチホロカケプcehorkakep(逆さ削りの木幣)という

のは､ボンと立てて､終ったら焼くけれど､エプンキネカムイは､お祈りする度にイナウケ

inawkeしてイナウを頭部につけるからイナウでフサフサになる｡(貰7-4-2参照)

[買気別 黒川セツ氏]

私の甥にあたる吉郎おとは､チェホロカケプcehorkakep(逆さ削りの御幣)を守り神とし

て私にこしらえてくれた｡

[買気別 黒川セツ氏]

6-5 人の一生

6-5-3 育児と教育

4歳の時までニオイ (荷負)のスケレぺに住んでいたが､4歳から祖父母に育てられる｡孫

じいさんの黒川イコアンレキに育った (育てられた)｡

子守りをしなければならなかったので､学校も小学校3年の1学期までしか行かなかった｡

孫じいさんは､私が13歳の時に亡くなった｡20歳頃まで生きていてくれたならもっとたくさ

ん開けたのにと思う｡

エカシとフチに育ったから､エカシが3頭の親子クマを獲ってクマ送りしたの見たり聞いた

り (貫2-3参照)､シカ獲ってシカの送り､キツネ獲ってキツネ送り､そういう風なことは､い

っさい小さい時からずうっと見て聞いていた｡だから､アイヌ語こそ覚えなかったけれど､ア

イヌブリaynupuri(アイメ式の習俗)は何でも知っています｡
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[貫気別 黒川セツ氏]

13歳になってからは､西島テル氏の実家に雇い奉公に行った｡西島氏の家は店をやっていて､

畑も作っていた｡16､7歳までそこにいた｡

[買気別 黒川セツ氏]

よそのエカシらは､女にレプニrepni(ユーカラを演じるときの拍子木)を運ばせたり､ユ

カラを大人に混じって夜遅くまで聞くなんて事させるもんではないというが､それでもエカシ

は､この子は､エプキネカムイ eplユnkinekamuy(守り神)に頼んでオクカヨ ラマツ コル

okkayoramatkor(男の精神を持っている)している (貫6-4-9参照)からとやらせてくれた｡

自分にもレプrep(拍子木を持つ)させてくれた｡

[買気別 黒川セツ氏]

年頃になると､シャモの家からたくさん私をもらいに来るのに､うちのフチは､シャモは絶

対駄目だと反対した｡聞くと､自分はシャモの子で父親が内地から来ていたが､内地に妾も子

もいるからと帰っちゃった｡シャモは薄情だから自分の血統はやりたくないと思ったようだ｡

[買気別 黒川セツ氏]

エカシ 6kasi(イコアンレキ)は､｢これからはアイヌ語を知らなくてもいいから､日本語

を勉強しなさい｣と言って筆と硯を買ってくれた.-から十までと､名前が書けるようになっ

てから小学校に入学した｡入学式にはエシカもついて来た｡エシカは､入学式で先生からタブ

カラtapkarするように言われて､教壇でサバウンぺsapaunpe (木幣の冠)をつけてタブカラ

tapkar (男の踊り)をやった｡学校が始ってから和人の子供たちが ｢イコアン､イコアン｣

と嚇すので､｢学校に行きたくない｣と言うと､エカシは ｢そんなことでくじけるな｣と言っ

た｡昔はアイヌはひどく軽蔑されて､そのためアイヌで小学校を卒業した人はほとんどいなか

った｡私も3年しか行かなかった｡

[買気別 黒川セツ氏]

シサムコピリカ sisamkopirka｢日本人とうまくやる｣､トノコピリカ tonokopirka｢日本人

とうまくやる｣｡これらは､エカシ ekasi(祖父)から､日本語を勉強しろ､と言われた時に､

エカシが言った言葉だ｡

[貫気別 黒川セツ氏]

6-5-6 葬礼と先祖供養

ケマパセ kemapase(足が重くなる､｢年をとる｣)すると､猟のための山歩きもできなくな

る｡そうなって､死が近いことに気づく人もある｡

[貰気別 黒川セツ氏]

買気別の人達が苗住んでいたピリケボンナイ フシココタンpirkeponnayhuskokotanの高

台には苦の墓が残っていた｡茎を昭和28-9年に川向いの町の方に移転した｡苗は､死人を土

葬にした｡その土葬になっているのを全部掘り起こして火葬にした｡墓標も一緒に焼いた｡そ
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の時に見た女の墓標 (クワkuwa)は丸型でまん中に孔が空いていた｡男の墓標は､先がとん

がっている｡墓標は､堅く丈夫で長持ち､腐らないので､ドスナラ (プンカウpunkaw)で作

った｡うちのエカシの墓標も､何も腐っていなかった｡ドスナラは､腐らない木だからイヌン

ぺinunpe(炉緑木)にも使う｡

[買気別 黒川セツ氏]

6-5-7 死生観

30歳の頃だと思うが､ある所のクマ送りに行ったときに､そのコタンの人は､私を誰だか知

らないものだから､みんなから カマカマ イサブテkamakimaisapte(酒の入ったトウキ

tuki(柿)が頭を通過する)された｡カマカマ イメクkamakamaimek(差別する)されて

もらえない｡カムイ ハル kamuyharu(クマの肉)少しでももらえたらなあと思った｡フチ

hdci(祖母)やら エカシ ekasi(祖父)やらも一緒に私について来ていると思うから､誰か

私にトウキ tukiくれれば､フチ アぺ hdciape(火の神)にカムイノミkamuynomi (お祈

り)しようと思っていたのに､トウキ tuki(蕊)でも団子でも私の頭の上を通過して行く

(イサブテisapte)｡

どうしてカムイハル (クマの肉)もくれないのかと思ったかと言うと､シンメラブパ

sinnurappa(先祖供養)でもカムイホブニレkamllyhopunire(クマ送り)でも､酒や食べ物

をイサブテ isapte(食べ物を渡す)してもらえなかったら､先祖もイコイトウパ ikoytupa

(欲しがる)して軒下で泣いているということをエカシやフチから聞いていたので､イサブテ

してもらいたいなあと思っただけだ｡

[貫気別 黒川セツ氏]

シンリツ エプンキネ sinritepunkine(先祖が見守る)しているので､私は丈夫に暮らし

ているのだと患う｡

[買気別 黒川セツ氏]

この世を苦しめた人は､あの世に行ってもいい人にはなれない｡

[貫気別 黒川セツ氏]

6-6 人間の動作 ･仕草

｢立て膝座り｣ ク メフントキキku=mehuntokiki(行儀の悪い座り方だと注意される)

テ-エタ ルプネ マツ アナクネ メフントキキ ワ パテク ロク ア ワ アン ル

ウェ ク メカ)i,ベ ア ワ te'etarupnematanaknemehuntokikiwapatekrokawaan

ruweku=nukarpeneawa ｢苗の老婆は立て膝でばかり座っていたのを私は見たものでした

よ｡｣

｢立て膝座り｣ ク コクカエア ku=kokka'e'a
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カニ アナクネ コクカエア パテク ネ カ ソモ キ コルカ コクカエア アナク ク

キプ ネ k=anianaknekokka'e'apateknek=aso血okikorkakokka'e'a

anak(kuki)ku=kipne｢私は立て膝ばかりはしなかったが､したことはある｡｣

｢片膝立て座り｣ オアラ ク コクカエア oarku=kokka'e'a

オアラ ク コクカエア ネ ヤ クキ コル カン ネ ワ o'arku=kokka'e'aneya

ku=kikork=annewa｢立て膝座りもしていたよ｡｣

｢横座り｣ ク ホウムサモマレ ku=houm amomare(行儀の悪い座り方だと注意される)

タブ ネノ モノア アン アナクネ ホウンサム オマレ tapnenomono'a=ananakne

hounsamomare｢こう座るのはホウンサモマレ｣

カン アナクネ ク ホウンサム オマレ ワ パテク カ ワ カン ク キプ ネ オ

ラー セコロ k=ananakneku=hounsamomarewapatekk=awak=anku=kipneora

sekormono'a=ananaknekokkoa'e'a｢私は横座りばかりして座っていた｡そうしていたも

ので､それから､このように座るのは立て膝だ｡｣

｢正座する｣ モノア mono'a

｢あぐらをかく｣エ チャチャケマ ワ エア エ アン e=cacakemawae=awae=an

｢足を伸ばして座る｣ ケマトウリ ワ ア ワ アン kematuriwaawaan(行儀の悪

い座り方だと注意される)

｢行儀が悪い｣ アユクリアンテ ナ- a=e=kuriantena

[貫気別 上田トシ氏]

6-8 交易 暮通婚 ･戦争

6-8-1 交易

食べ物は､プクサ pukusa(ギョウジャニンニク)を取ったって､フキ採ったっていい｡ヒエ

とかアワとかも自分で作れるが､味付けにする池とか塩とかは自分では作れない｡浜まで行って

海の水をとって塩までも作って釆たが､コンプとかイワシ油とかは､本当に貴重なものだった｡

エカシが塩作りに浜まで行ったのを覚えている｡コンプも浜まで泊まりがげで探りに行った｡

[買気別 黒川セツ氏]

オビチ ･エカシ (賓lo-4-1参照)は､漁師の所で働いて､賃金にキンキラキンに光った石油

ガンガン一つもらって帰ってきたという｡シロカニ トウキ コンカニ トウキ sirokanituki

konkanituki ｢銀の杯､金の杯｣って言葉があったけれど､俺はこんなにキラキラ光る物を

もらったのだから大きな手柄になった､大金持ちになったと思って背負って帰ってきたという｡

みんなに見せると､石油の入ったガンガンだ｡一年も二年も雇いしてこんなもの一つだけもら

って帰って来るなんてみんなに怒られたと言う｡

[買気別 黒川セツ氏]
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